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さきとろ閉幕した中国の全国人民代表大会は改革・開放の
加述を悶える
扱高誼導者 、郵小平

民の塑ホを緩高指針として推巡するととを決定した 。経済連蛍では賢本主
務自苧法
の導入を政

府の方針として認知したが 、国滋
AT誕の
改背中 、インフレの
蕊燥など残された臨屈も多い 。今後

の中国経済改革の
行方について等門家に展湿してもらった 。

小平路線
が順調
に展開され得な
場
経演原理
の導入によっ
て識麗
インフレが起こるだろう 。そう

いのだろろか 。

した現実を
政治・イデオロギー
なれば 、保守派の
抵抗に合って

それは 、
計画経済を滋軸に社
上
も全面的に臨めるのでな廿れ
再び「整備・整頓（とん）」と

会主畿の原則そよ
れ記忠実に守り
ば 、
整合性に欠けると冨えよう 。
いう引き締め政策を
余儀なくさ

ながら漸巡的な
経済連盟を巡め
第三の矛町は 、部小平路線と
れ 、その結果 、経
済が極度に冷

ょうとする保守派ないしは陳場
いう「改革・開放」政策が 、毛
え込んでしまい 、民衆の不澗を

路線に出べ 、郷小平民の「
改背中
沢東時代の反動として般村経筒
高め 、天安門移件の再来へとつ

・開放」
政策には内在的な矛盾
の急変につながったのに出べ
ながりかねない 。

がより大きいからではないかと
て 、依然として中国経済の
狼幹
だから 、郵小平民としては 、

私は考える 。

を成している国営A常識の改務 、
廷が非でも自己の路線を貨徹レ

好
成
績の
中
身
つまり民
花もしくは腐止とい
よろとするのであろう 。だが 、

う方向を全面的に
提起し得てい
民主佑迎勘が蒋度 、大爆発
すれ

水ぶ
く
れ
成
長
ないことで
き。

ば 、中国共
産一
義裁体制そ

第一の矛盾は線本的な間閣だ
よく知られているように 、非
のものが動揺しかねないだ貯

が 、経積建
肢をごつの中心」
毛沢東他政策の過程で中国の人
に 、取態は
組問簡できない 。
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憾
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郵小平氏は南方
裂での一巡
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非毛沢東伯
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もっ社会
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警」が
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軍
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器製期の毛
「改革・開放は
夏 、やり続
中
身は決して充実しているとは
勝手な「
水際作戦」でもある 。

までに脱いている 。

叩担問建控のスピードアップ花
沢一県民のように北京では動きが
けるべきだ」と郡山小平氏は冨う 。
いえない 。いわば「水ぶくれ成
これでは潜
入資本
以外の西
側世

とうした中で 、江沢民・中薗
ついては 、かつて故毛沢
民民が
とれなかったからだ 。それほど
しかし 、「四つの器
本原則」に
長」なのである 。

押との
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共躍党総密
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践諜協同佑
までに郎小平路線に対する保守
うたう社会主義の泊やプロレタ
こうした経済の
体質そ根本的
ない 。

したが 、彼の滞日中の発留のほ
の
問閣について」と姐した
報告
派の抵抗は綬強い 。中国にとっ
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後百却も中国
に
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政治上の袈踏で「取が・開放」をあお
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市場経済の要件
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法
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消資則前協は 、乗用車な
独立し新たに「世稽」を形成す
的
な耐久
消費財閥二十四品目につ

どに代読されるように 、買い替
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で二十銭代人口は百三十五万人
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云怯代（九ニ一年現夜 、十七l二
衆恩m 、家沼など耐久
裂開市
太半の耐久塑資尉は 、「一家
金額ペ1スの推針を行つてい
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際には 、第二次ベビ1プlム也

代の需要
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る
議題口お売れ行きは大き
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〔個性化世代の台頭で市織変

動〕一九七一ー七四年にかげて

生まれた第二次ベビープIム世

代は 、乗盟理やカラーテレビな

ど

大衆消費用が急速に普及した
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ら
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開発や
既製商
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商機能他 、ブランドイメー
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孤立など曙話路に今以上

の工夫が求められる 。こうした
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級佑は 、

耐
久消費財ばかりでなく衣類や

食
智内レジャー関連サービス

など消m賀市街蚕一般で生じると予

相される 。
今後 、企栄努力により第二次

ベビ1ブlム世代そターゲット

としたヒット商品が生まれるだ

ろう 。その
結果 、様々
な
分野で

これまでの金聾
企市場シェアが
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また 、掃裂の多様化を
狩伎に 、

パーティーなどのイベント企聞

や出張サービス 、
小規模のアミ

ューズメント施股など大企按の
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